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日本は長年に亘り材料科学そして素材産業を世界的に牽引してきた。しかし、近年、新興国等に

おいて、材料分野の積極的な研究開発が行われており、マテリアル関連の国際市場におけるシェ

アだけでなく、学術業界における論文の質・量双方の観点から、国際的シェアを大きく落としている。

特に、サーキュラーエコノミーおよび資源循環に対応した、マテリアルズ・インフォマティクス（MI）お

よび製造プロセス技術が必要とされているが、日本における材料開発は完全に対応できていると

は言い難い。本研究では、この日本の材料科学が抱える産業的・学術的な問題を解決するために、

ビッグデータを基軸としたマテリアル研究開発を目的とする。具体的には、下記3つの研究課題を推

進する。

1. バイオ・高分子ビッグデータ駆動による地球に優しい循環型バイオアダプティブ材料の創出

2. バイオ・高分子ビッグデータ駆動による人に優しいQOLバイオマテリアルの創出

3. バイオ・高分子ビッグデータ駆動による完全炭素循環を実現するバイオミメティック材料の創出

プロジェクト概要

 データ創出・活用型マテリアル研究開発プロジェクト
（文部科学省 マテリアルDX）

 ゼロカーボンバイオ産業創出による資源循環共創拠点
（JST COI-NEXT）

 固定化プロテアーゼを用いた化学酵素重合法によるポリ
ペプチド合成の新展開（科研費基盤C）

 クモ牽引糸タンパク質の分子機構を明らかにし、クモ糸の
階層構造を人工的に再現する（科研費基盤A）

 オルガネラへの核酸および生理活性分子導入（科研費学
術変革領域研究）

プロジェクトの構成員

プロジェクトの実施に伴う外部資金の獲得状況

研究活動の概要

実際のプロジェクト例

Silkome Database

MDシミュレーションによる水和予測 人工クモ糸の設計・発現

Wild Type

Variant

GSGSGGYGSGSGGSGSGSAAAAAAAGGSGGRGGLGGSGGGSGS
GGSGSGGYGSGLGGLGGGAAAAAAAAGGAGGLGGSGGGS

GSGQGGYGSGQGGQGSGSAAAAAAAGGSGGRGGLGGQGGGQ
GSGGSGQGGYGSGLGGLGGGAAAAAAAAGGAGGLGGQGGGQ

GAGQGGYGSGQGGQGAGSAAAAAAAGGAGGRGGLGGQGGGQ
GAGGAGQGGYGSGLGGLGGGAAAAAAAAGGAGGLGGQGGGQWild Type

Variant 1

Variant 2

水和・超収縮を制御した人工クモ糸タンパク質の発現

相関ある新たな配列情報

@九州大学

人工クモ糸の水和評価

相対湿度 (%) vs 含水率/質量変化率 (%)


